
 

日本分析化学会第 68 年会 

－オンライン参加予約申込方法－ 

 

標記年会は下記のように開催します。本年会に参加される方（講演発表をされる個人会員の登壇者も含む）は，

全員参加登録をしていただきます。年会当日に参加登録証を提示されない方の入場は，固くお断りします。本年

会ではオンライン参加申込登録システム（以下，参加登録システムと略）を使用します。参加予約申込は，必ず

参加登録システムをご使用ください。参加申込の詳細は第 68 年会ホームページ（以下，年会 HP と略）を参照く

ださい。講演要旨集は冊子体から電子配布に変更しています。公開日は別記を参照ください。講演プログラム集

は年会当日に参加者にお渡しいたします。 

 

【日本分析化学会第 68年会実行委員会 Web サイト】 
http://conference.wdc-jp.com/jsac/nenkai/68/ 

 
 主催 （公社）日本分析化学会 

 協賛 （公財）ちば国際コンベンションビューロー 

会期 2019 年 9 月 11 日（水）～13 日（金） 

日程 9 月 11 日（水）：一般講演（口頭）, 若手講

演（ポスター），受賞講演，研究懇談会講演，特

別シンポジウム, 産業界シンポジウム,産官学

連携カフェ，ランチョンセミナー，機器展示会 

9 月 12 日（木）：一般講演（口頭），若手講演（ポス

ター），受賞講演，研究懇談会講演，特別シンポ

ジウム，産業界シンポジウム, 学会賞等授賞式，

学会賞受賞講演，懇親会，ランチョンセミナー，

機器展示会 

9 月 13 日（金）：一般講演（口頭，ポスター），テク

ノレビュー講演（ポスター），受賞講演，研究懇

談会講演，特別シンポジウム，ランチョンセミ

ナー，機器展示会 

注）日程は変更する場合もあります。 

会場 千葉大学西千葉キャンパス〔千葉市稲毛区弥

生町 1-33，交通：JR 東京駅・品川駅より総武線

快速にて「稲毛駅」で総武線各駅停車に乗り換

えて「西千葉駅」下車徒歩 10 分。〕 

http://www.chiba- u.ac.jp/access/nishichiba/ 
index.html 

懇親会 9 月 12 日（木）19 時～21 時 

会場 三井ガーデンホテル千葉[千葉市中央区中央

1-11-1，交通：JR 千葉駅東口から徒歩 7 分。ま

たはJR千葉駅から千葉都市モノレール1号線で

「葭川公園」駅下車，徒歩 2 分] 

 

【参加予約申込方法】 

以下の注意事項を熟読のうえ，申込締切期日までに

参加申込をしてください。参加申込の詳細は年会 HP

を参照ください。Web 参加予約申込のお支払最終締切

日は8月19日（月）です（但し，クレジット決済のみ）。 

 1．参加証兼領収証は，別記の発送日に事前発送い

たします。 

 2．懇親会に参加される方は，できるだけ予約して

ください。会期中は，定員に余裕のある場合のみ

受け付けます。 

 3．参加登録料などの諸費用は，一切返金できません。 

 4．参加予約申込締切日後の申し込みは，会期中会

場で当日登録で受け付けます。申込締切日後の申

し込み及び送金は，固くお断りします。万一送金

があった場合は，送金手数料を差し引きのうえ，

ご返金いたしますのであらかじめご了承くださ

い。 

 5．見積書，納品書，請求書は，原則として発行致

しません。必要な方は，申込者において所定の書

類を作成のうえ，返信用封筒（切手貼付）を同封

して年会ヘルプデスクあてお送りください。記名，

捺印のみして返送致します。電話,メールでの書

類作成依頼には応じかねます。 

 

 [参加予約申込締切日] 

※お支払方法により締切日が異なります。 

郵便振替 Web 申込締切：8月 8日（木）14時厳守 

郵便振替払込締切：8月 16日（金） 

コンビニ決済Web申込締切：8月11日（日）14時厳守 

コンビニ決済最終入金締切：8月 16日（金） 

クレジット決済Web申込締切：8月19日（月）14時厳守 

 

[参加登録料，懇親会参加費] 

1.参加登録料 

予約：会員 12,000 円，学生会員 4,000 円，会員外

21,000 円，会員外学生 7,000 円 

〔当日：会員 15,000 円，学生会員 6,000 円，会員外

24,000 円，会員外学生 8,000 円〕 

2.懇親会参加費 予約：一般 9,000 円，学生 4,000

円〔当日：一般 11,000 円，学生 5,000 円〕 

（ご注意） 

・会員には団体会員(維持会員)に所属する方を含みま

すが，特別会員および公益会員の場合は，1名に限り

会員扱いとなります。 

・会員の方の参加登録料は不課税扱いです。会員外，

会員外学生は税込金額です。 

・懇親会費は，すべて税込金額です。本年会ではミキ

サーは開催いたしません。 

 

 



 

【参加予約登録をされた方への参加登録証兼領収書

の発送予定日】 

第 1回発送日 

7 月 31 日までに入金が確認された皆様 

登録証等の発送予定日：8月 7日（水） 

第 2回発送日 

8月1日以降で予約登録最終締切日までに入金が確認

された皆様 

登録証等の発送予定日：8月 27日（火） 

 

【Web版講演要旨集の閲覧方法】 

参加予約登録を済まされた皆様： 

8月 28日以降，参加登録番号と参加申込に使用さ

れたメールアドレスで閲覧・ダウンロードができます。 

当日参加登録を予定されている皆様： 

当日参加登録を済まされた方に発行する参加登録

証の裏面に印字されている IDとメールアドレスで閲

覧・ダウンロードが可能です。 

【ご注意】本年会へ参加登録をされた皆様は，10月

13日（日）14時まで閲覧・ダウンロードが可能で

す。10月 14日以降は閲覧できません。 

 

【年会当日の Web 版講演要旨集配布について】 

実行委員会では，参加者の皆様を対象にして Web

版講演要旨集が入った USB を当日総合受付にて貸し

出します。ご自身の PCにコピーしてお使いください

（USB はご返却ください）。 

【ご注意】貸し出す USB は複数の方がご使用になりま

す。実行委員会で準備する USB はウイルスチェックを

行っておりますが，USB を経由してウィルス等に感染

した場合も実行委員会はその責任を負いかねますの

で，予めご承知おきください。 

その他 

講演プログラム集は年会当日に総合受付で参加者

にお渡しいたします。なお，講演プログラム速報版を 

7 月下旬に年会 HPに掲載の予定です。 

 

【口頭発表者へのご案内】 

本年会では，すべての口頭発表で，全会場にプロジ

ェクター，接続ケーブル（RGB ケーブル），PC切替器

（モニター切替器）を用意しています。講演者（登壇

者）は講演データの入ったノート PCを持参してくだ

さい。詳細は年会 HPに掲載します。 

 

【ポスター発表をされる皆様へ】 

本年会のポスター発表方法等の詳細は，年会 HPに

掲載します。 

 

[若手ポスター賞について] 

若手ポスター発表のなかから複数の優秀なポスタ

ー発表を選定して表彰いたします。 

 

【講演要旨集の発行日について】 

日本分析化学会第 68年会 Web 版講演要旨集の発行日

は，2019 年 8月 28日です。 

 特許出願の際は，下記の特許庁ホームページを参照

のうえ，専門家である弁理士にご相談いただきますよ

うお願いいたします。 

 なお，講演発表者の特許出願にあたり，特許法第

30 条 1 項（発明の新規性喪失の例外）の適用を受け

るための手続きが簡素化されています。 

詳細は下記の特許庁ホームページを参照ください。 

 http://www.jpo.go.jp/indexj.htm 

☆        ☆ 

【5th Asian Symposium for Analytical Sciences】

－第 5回アジア分析化学シンポジウム－ 

主催 日本分析化学会・第 68年会実行委員会 

期日 9 月 11 日(水)午後 

場所 千葉大学西千葉キャンパス（年会会場） 

※詳細は年会 HPに掲載いたします。 

 

【特別シンポジウム】 

主催 第 68 年会実行委員会 

第 68 年会実行委員会では年会開催期間に併せて

下記のシンポジウムを企画しております。 

期日 9 月 11 日（水）～13 日（金） 

場所 千葉大学西千葉キャンパス（年会会場） 

1．生命現象における分析化学 

2．社会の公正と安全・安心に貢献する分析化学 

(一般公開） 

3．分析科学と核酸科学 －相互刺激による相乗的

展開－ 

4．講義「分析化学」を魅力的にするには？ 

5．プラズマ質量分析計によるナノ粒子の高感度・

高速計測 

6. タンパク質を素材とする分析ツールの進化デ

ザイン 

7．分析化学のプレゼンスを拡大するキャリアビル

ディング（一般公開） 

注）各シンポジウムの講演者及び演題等は年会 HP

の講演プログラム速報版等を参照ください。ま

た，一般公開のシンポジウムは，参加登録の必

要はありません。どなたでも参加できます。 

 

【特別公開シンポジウム；産業界シンポジウム】 

－ 企業における未来志向の最先端分析解析技術 － 

 主催 日本分析化学会産業界における研究開発と

分析ソリューション企画運営委員会・第 68 年会

実行委員会 

場所 千葉大学西千葉キャンパス（年会会場） 

参加費 無料（参加登録の必要はありません） 



 

1．分析部門における産学連携/社外大型設備の活用 

期日 9 月 11 日（水）13 時 30 分～16 時 40 分 

 2．AI，MI 時代への期待と課題Ⅱ －企業における

コンピュータサイエンスの現状－ 

期日 9 月 12 日（木）9時 10 分～12 時 20 分 

 

【産官学交流カフェ】 

主催 日本分析化学会産官学連携委員会・第 68

年会実行委員会 

期日 9 月 11 日（水）10 時～12 時 

場所 千葉大学西千葉キャンパス（年会会場） 

参加費 無料 

日本分析化学会では，分析化学の多様性を活かし，

産のニーズと官・学のシーズをマッチングする場を提

供し，連携を加速させ，科学・技術における分析化学

の重要性や魅力を発信する役割を果たしていきます。

そのために，大学教員によるシーズ研究紹介（研究室

主宰者による10分程度の話題提供）を行い，産業界の

研究者・技術者との交流のきっかけとなる産官学交流

カフェを企画しました。詳細は年会HPをご覧ください。 

 

【展示会等出展のお願い】 

機器・カタログ展示及びランチョンセミナー 

主催 第 68年会実行委員会 

分析・計測機器関連のメーカー・販売会社，分析技術

提供会社，関連書籍出版社と年会参加者の相互交流・

情報交換の場として，機器展示会およびカタログ展示

会を開催します。 

また，年会期間中の昼休みを利用してランチョンセミ

ナーを開催します。展示会およびランチョンセミナー

に参加ご協力のほどお願い申しあげます。 

[機器・カタログ展示会] 

開催日 9 月 11 日（水）～13日（金） 

会場 千葉大学西千葉キャンパスけやき会館 

募集締切日 7 月 25 日（水） 

 [ランチョンセミナー] 

日時 9 月 11 日（水）～13 日（金）12 時 10 分～13

時 

会場 千葉大学西千葉キャンパス（年会会場内） 

開催費用 150,000 円（税別） 

 ※セミナー運営に関する費用（昼食用弁当など）は

別途。 

募集締切日 6 月 26 日（水）に締め切りました。 

問合・申込先 〒104-0061 東京都中央区銀座 7-12-4

（友野本社ビル）（株）明報社（担当：後藤） 

[電話：03-3546-1337，FAX：03-3546-6306] 

E-mail:info@meihosha.co.jp 

※機器展示申込方法及びランチョンセミナーの詳細

は（株）明報社にお問い合わせください。 

 

 

 

【宿泊等について】 

 観光客の増加などにより，ホテル等の予約が取りにく

くなっております。実行委員会では，以下の（株）日本

旅行千葉支店に専用のホテル予約ページを開設しまし

たのでお知らせいたします。本年会へ参加予定の方は，

早めに宿泊予約をされることをお勧めします。 

日本旅行千葉支店(第 68年会宿泊予約サイト) 

宿泊サイト 

https://va.apollon.nta.co.jp/jsac68n-syukuhaku/ 

※本宿泊サイト内の内容等につきましては日本旅行

千葉支店にお問い合わせください。 

申込締切 8 月 19 日（月）18時 

 

【託児について】 

 第 68 年会では託児所を開設いたします。詳細は,

年会 HPを参照ください。 

 

【第 15回女性研究者ネットワークセミナー】 

主催 （公社）日本分析化学会 

日時 未定（年会開催期間中） 

会場 千葉大学西千葉キャンパス（年会会場） 

※詳細が決まりましたら年会 HPに掲載いたします。 

 

【第 12回生涯分析談話会講演会】 

 主催  生涯分析談話会 

後援  液体クロマトグラフィー研究懇談会 

期日 9月 11日（水）16時～17時 

会場 千葉大学西千葉キャンパス（年会 L会場） 

講師  保母敏行先生（東京都立大学名誉教授） 

講演題目 CJK（日中韓）分析化学シンポジウムの足

跡と旅 

懇親会 9月 11日（水）18時～（会場：鮨 割烹 み

どり，西千葉駅南口から徒歩 1分）電話：

043-241-1530，http://www.midori-sushi.net/ 

会費 6,000 円 

会長 中村 洋（元日本分析化学会会長） 

問合・申込先 

    渋川雅美（埼玉大学理工学研究科） 

E-mail：sibukawa@apc.saitama-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【各種お問い合わせ先】 

1.学会事務局 

会員登録情報の変更，会員 ID・パスワード及び年会

全般に関する質問は公益社団法人日本分析化学会事

務局へお問い合わせください。 

公益社団法人日本分析化学会事務局 

〒141-0031 東京都品川区西五反田 1-26-2 

五反田サンハイツ 304 

E-mail online@jsac.or.jp 

電話：03-3490-3351（夜間，土日，祝日を除く） 

 

2.年会ヘルプデスク 

講演申込など Web システム，参加費納入に関する質問

は第 68年会ヘルプデスクへお問い合わせください。 

第 68年会ヘルプデスク 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 

（株）国際文献社内 

E-mail: jsac-desk@bunken.co.jp 

電話：03-6824-9368 

注）電話対応時間は土日，祝日を除く営業日の 9時～

12時，13時～17時です。 

 

3.実行委員会 

特別シンポジウムと会場等に関する質問は実行委員

会へお問い合わせください。 

第 68年会実行委員会事務局 

〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33 

千葉大学大学院工学研究院共生応用化学コース藤浪

研究室内 

実行委員長 藤浪眞紀 

E-mail: jsac68nenkai@gmail.com 

 

 

☆      ☆ 

 

6 月 24 日現在の参加申込方法概要です。予告なく変

更する場合もありますので,最新情報は年会 HP を参

照ください。 
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